
高
村

竹
内

石
川

山
名

川
端

荒
木

武
二
「
池
畔
」

光
明
「
古
代
鷹
狩
」

鶏
置
物
」

光
雲
「
盲
人
川
を
渡
ら
ん
と
す
」

「
肩
車
」

久

器

海

野

美

盛

器

貫
義
「
松
に
富
士
」

玉
章
「
晩
秋
渓
澗
」

寛
畝
「
枯
木
小
禽
」

本
多
天
城
「
羅
浮
の
図
」

浅

井

忠

「

海

岸

」

和
田
英
作
「
機
織
」

中
村
勝
治
郎
「
暮
春
」

小
林
万
吾
「
夕
の
森
」
「
晩
景
」

久
米
桂
一
郎
「
東
京
附
近
の
冬
夕
」

黒
田
清
輝
「
湖
辺
」
「
智

．
感

・
情」

藤
島

「
残
瞭
」「

秋
郊
」

「
今
様
婦
人
」

「
岩
頭
孔
雀
」

「
藤
原
通
成
」

「
山
霊
詞
護
」

銅置
〇
巴
里
博
覧
會
受
賞
者

に
開
係
あ
る
も
の
は
左
の
如
し

金
牌
の
部

物

沼
田

一
雅

「狸」

「
十
月
の
陽
光
」

「
樹
蔭
」

「
雌
雄

「
寂
霙
」

⑦

。
ハ
リ
万
国
博
覧
会

明
治
三
十
三
年
（
一
九

0
0年
）
四
月
十
四
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
パ
リ

万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
既
述
の
仏
文
本
校
概
要
も
教
育
部
に
出
品
さ
れ

た
。
美
術
部
に
は
本
校
教
官
も
多
く
が
出
品
し
た
が
、
そ
れ
は
お
よ
そ
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

守
敬
「
老
夫
頭
」

一
雅
「
猿
廻
し
」

淡
哉

「子
守」

勝
瑕

「
花
瓶
」

美
盛
「
愧
儡
師
丸
彫
置
物
」

勝
幸

「
元
録
人
物
」
「
花
瓶
」

杉
浦
瀧
次
郎

「
置
物
」

川
之
辺
一
朝

「
文
台
附
属
品
硯
箱
外
各
種
」

ほ
か
に
本
校
の
卒
業
制
作
で
あ
る
溝
口
禎
二
郎
「
菅
公
左
遷
」
、
木
村
武
山

「
高
倉
帝
厳
島
行
幸
」
、
結
城
素
明
「
兵
車
行
」
、

渡
辺
香
涯
「
春
遊
」
、

大
森

敬
堂
「
秋
景
山
水
」
、

和
田
英
作
「
渡
頭
の
夕
暮
」
、

白
瀧
幾
之
助
「
稽
古
」
、

湯
浅
一
郎
「
漁
夫
晩
帰
」
、
島
田
佳
突
「
徳
川
式
室
内
装
飾
」
、
河
辺
正
夫
「
西

洋
式
建
築
図
案
」
等
も
出
品
さ
れ
た
（
明
治
三
十
五
年
三
月
農
商
務
省
発
行
『
千
九

百
年
巴
里
万
国
博
覧
会
臨
時
樽
覧
会
事
務
局
報
告
』

お
よ
び
明
治
三
十
六
年
三
月
残
務

取
扱
所
発
行
『
千
九
百
年
巴
里
万
国
樽
覧
会
出
品
耕
合
協
会
報
告
』
に
よ
る
）
。

受
賞
者
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
創
刊
号
の
本
校
関
係

者
（
現
職
教
官
と
卒
業
生
）
の
受
賞
に
関
す
る
記
事
を
転
載
す
る
。

向
井

黒
岩

海
野

海
野

文
庫
」
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
附
属
図
書
館
蔵
書
中
に
「
元

凝
庵
蔵
書
」
の
印
の
あ
る
も
の
を
散
見
す
る
が
、
元
凝
庵
（
無
碍
庵
、
無
凝
追
人

と
も
記
す
。）
は
今
泉
の
筆
名
で
あ
る
。

沼
田

長
沼

山
田

鬼
斎
「
農
夫
」

「
秘
曲
吹
奏
」

銅

謹

物

銅
「虎」

黒

岩

淡

哉

香
川

勝

廣

「
朧
銀
彫
牧
童
置
物
」

四
月
二
十
四
日
の
官
報
に
て
稜
表
し
た
り

「
花
瓶
」
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金
牌
を
受
賞
し
た
沼
田
一
雅
と
黒
岩
淡
哉
は
彫
刻
科
助
教
授
。
と
も
に
若
く

し
て
大
家
を
凌
ぐ
成
績
を
あ
げ
た
と
し
て
称
賛
さ
れ
、

『
中
央
新
聞
』
（
明
治
三

十
三
年
九
月
十
日
、
十
月
七
日
S
八
日
）
に
日
本
の
画
家
中
唯
一
の
金
牌
受
賞
者
で

あ
っ
た
大
橋
翠
石
（
大
垣
の
日
本
画
家
で
虎
の
画
を
得
意
と
し
た
。）
と
と
も
に
経
歴

が
大
き
く
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
万
国
博
の
際
に
は
前
回
（
シ
カ
ゴ
）
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
多
く
の
日

日

本

盟

花

瓶

木
彫
置
物

褒
状
の
部

西

洋

甕

西

洋

甕

建

築

岡

漆
器
手
笞

和

田

英

作

久
米
桂
一
郎

佳
突

紫
水

島
田

六
角

銅象
牙
彫
刻

銀
牌
の
部

日

本

蓋

西

洋

聾

銀

花

瓶

銅
牌
の
部

日

本

盟

西

洋

叢

建

築

岡

銅

置

物

白
瀧
幾
之
助

河
邊

香
取

秀
員

正
夫

大

森

敬

堂

横

山

大

観

向

井

勝

幸

林

美
雲

日

本

甕

罷
銀
置
物

銅

花

瓶

平
田

下
村

海
野

観
山

美
盛

宗
幸

海
野

黒
田

荒
木

寛
畝

清
輝

勝
瑕

光
雲

光
明

器

故
杉
浦

石
川

行
宗

日

本

齋

木
彫
置
物

木
彫
置
物

川
端

高
村

玉
章

高

村

光

雲

本
人
が
見
物
に
赴
い
た
。
美
術
界
で
も
渡
航
が
相
次
ぎ
、
万
国
博
な
い
し
は
。ハ

リ
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
校
の
教
官
の

な
か
に
も
次
に
記
す
よ
う
に
博
覧
会
見
物
や
留
学
な
ど
の
目
的
で
こ
の
時
期
に

バ
リ
ヘ
赴
い
た
人
が
多
い
。
西
洋
画
科
教
官
の
久
米
桂
一
郎
が
休
職
し
て
―
―
-
+

二
年
末
に
渡
仏
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
三
十
三
年
二
月
に
は
同
科
教
授

浅
井
忠
が
満
二
年
間
の
仏
国
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
て
（
三
十
二
年
十
月
十
三
日
発
令
）

出
発
し
、

「
仏
語
」
嘱
託
教
師
の
合
田
清
も
職
を
辞
し
て
パ
リ
万
国
博
出
品
耶

合
協
会
委
員
（
教
育
部
主
任
）
と
し
て
渡
仏
し
た
。
五
月
に
は
同
科
教
授
黒
田
清

輝
が
「
美
術
二
関
ス
ル
制
度
取
調
並
二
絵
画
教
授
法
研
究
ノ
為
メ
」
（
「
東
京
美

術
学
校
旧
職
員
履
歴
祖
」
。
三
月
三
十
一
日
発
令
）
、
満
一
箇
年
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
を

命
ぜ
ら
れ
て
出
発
。
九
月
に
は
「
西
洋
美
術
史
」
嘱
託
教
師
の
岩
村
透
が
職
を

辞
し
て
渡
仏
し
た
。
彼
ら
は
浅
井
を
除
い
て
三
十
四
年
春
に
は
帰
国
し
て
復
職

す
る
が
、
そ
の
間
西
洋
画
科
の
授
業
は
藤
島
武
二
、
長
原
孝
太
郎
、
中
村
勝
治

郎
、
小
林
万
吾
ら
の
手
に
委
ね
ら
れ
、
新
聞
の
な
か
に
は
こ
う
し
た
状
態
を

0
美
術
學
校
の
昨
今
〔
中
略
]

▲
浅
井
氏
往
き
久
米
氏
往
き
而
し
て
残
る
所

の
黒
田
氏
亦
た
近
き
に
往
か
ん
と
す
い
づ
れ
も
佛
蘭
西
へ
な
り
是
れ
美

術
學
校
の
頭
脳
を
抜
く
に
等
し
學
校
は
し
ば
ら
く
ぬ
け
が
ら
の
有
様
に
て

あ
ら
ん
と
す
な
ど
怒
口
を
た
4
く
も
の
あ
り
如
何
に
ノ
ン
キ
な
學
校
な
り

と
は
言
へ
肝
心
の
数
授
が
い
づ
れ
も
出
彿
ひ
と
は
餘
り
の
事
な
る
べ
し
▲
黒

〔
実
際
は
国
代
で
渡
仏
〕

田
氏
は
自
費
に
て
出
張
の
事
な
れ
ば
其
費
用
も
大
愛
な
る
べ
し
な
ど
餘
計
の

心
配
を
な
す
も
の
あ
り
そ
は
兎
に
角
氏
は
渡
佛
の
心
一
時
も
抑
へ
難
き
為

め
に
や
昨
今
至
急
生
徒
の
學
年
試
験
を
始
め
た
り
と
生
徒
は
是
は
チ
ト
早

過
ぎ
る
と
驚
き
や
ら
早
く
學
校
が
休
み
に
な
る
と
喜
び
や
ら
さ
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（
明
治
三
十
三
年
――
一
月
二
十
二
日
『
京
華
日
報
』
）

〔
上
略
〕
一
博
覧
會
の
為
め
に
上
下
教
授
者
を
し
て
狂
奔
せ
し
め
、
我
が
美

術
學
校
を
し
て
久
し
く
油
聾
の
一
科
を
慌
啜
せ
し
む
る
に
至
ら
し
め
し
は
何

等
の
不
都
合
ぞ
や
、
文
部
営
局
及
び
美
術
學
校
長
た
る
者
は
其
の
責
を
辟
す

る
能
は
ざ
る
べ
し

（
同
三
十
四
年
五
月
七
日
『
日
本
』）

と
非
難
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ほ
か
に
彫
金
科
教
授
海
野
美
盛
も
休
職
し
て
三

十
三
年
二
月
に
私
費
で
渡
仏
し
て
い
る
。

本
校
以
外
で
は
小
山
正
太
郎
、
福
地
復
一

、
岡
崎
雪
声
、
池
辺
義
象
、
竹
内

栖
鳳
、
新
海
竹
太
郎
、
北
村
四
海
そ
の
他
が
渡
仏
し
、
彼
ら
や
新
聞
特
派
員
ら

が
次
々
と
送
っ
て
よ
こ
す
報
告
が
各
紙
の
紙
面
を
賑
わ
し
た
。
た
だ
し
、
日
本

の
出
品
物
、
特
に
絵
画
、
彫
刻
の
不
評
を
報
じ
た
も
の
が
多
く
、
絵
画
の
場
合

は
展
示
室
が
米
仏
両
国
の
そ
れ
に
挟
ま
れ
て
い
た
た
め
か
、
そ
れ
と
比
較
し
て

「
我
邦
の
洋
壷
は
、
何
と
な
く
光
澤
十
分
な
ら
ず
、
う
ど
黒
く
見
ゆ
。
最
も
遣

〔な〕

憾
に
る
は
、
日
本
霊
の
題
目
に
愛
化
少
な
き
と
同
時
に
、
洋
蜜
の
題
目
に
、
好

題
目
の
乏
し
き
こ
と
な
り
。」

（
明
治
三
十
三
年
六
月
二
十
八
日
『
国
民
新
聞
』
人
見

一
太
郎
）
と
か
、

「
目
下
我
國
で
旭
の
勢
を
以
て
世
人
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
居
る

彼
の
所
謂
新
派
、
即
ち
黒
田
、
久
米
、
和
田
、
岡
田
等
の
諸
氏
の
作
品
が
殆
ん

ど
豫
想
外
に
顔
色
を
失
し
て
居
る
」
（
同
年
七
月
三
十
日
『
日
本
』
某
生
）
と
か
、

あ
る
い
は
ま
た
、

「
我
日
本
の
出
品
は
日
本
聾
も
洋
聾
も
穂
じ
て
拙
劣
を
極
め

諸
外
國
に
肩
を
拉
ぶ
る
能
は
ず
日
本
に
於
て
大
家
の
稲
あ
る
橋
本
雅
邦
氏
が

覺
け
る
龍
虎
、
黒
田
清
輝
氏
の
裸
憫
婦
人
の
如
き
着
想
と
云
ひ
圏
取
り
と
云
ひ

〔
下
略
〕

彩
色
と
云
ひ
一
と
し
て
取
る
可
き
所
な
し
（
浅
井
忠
氏
の
海
濱
な
ど
も
平
々
凡

々
書
生
の
作
た
る
に
過
ぎ
ず
其
他
皆
同
じ
）
」
（
同
年
八
月
四
日
『
時
事
新
報
』
土

屋
元
作
）
と
か
の
酷
評
が
目
立
つ
。
藤
園
（
池
辺
義
象
）
は
日
本
画
、
油
画
に
つ
い

て
「
そ
の
品
少
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
そ
の
意
匠
筆
つ
き
優
な
ら
ざ
る
に
あ
ら

ざ
れ
ど
も
、
余
ハ
歌
米
諸
國
と
拉
び
評
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
悲
し
む
。」
（
同

年
七
月
二
十
七
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
）
と
言
い
、
「
彫
刻
に
至
り
て
ハ

、
余
ハ
更

に
言
ふ
こ
と
を
欲
せ
ず
。」

（
同
上
）
と
し
、
北
鵡
生
な
る
人
は
「
日
本
人
ハ
油

あ
た
は

霊
を
描
く
能
ざ
る
乎
」
と
題
す
る
論
評
を
送
っ
て
い
る
（
同
年
八
月
二
十
四
日

『
読
売
新
聞
』
）
。
西
欧
先
進
国
の
美
術
と
並
べ
て
み
た
場
合
、

自
国
の
現
代
美

術
が
非
常
に
見
劣
り
す
る
こ
と
に
渡
航
者
た
ち
は
大
き
な
衝
撃
を
う
け
た
様
子

で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
評
の
な
か
で
出
品
者
の
た
め
に
多
少
な
り
と
も
弁
護
を

買
っ
て
出
よ
う
と
し
た
の
は
芋
洗
仙
人
（
岩
村
透
）
で
、
そ
の
論
説
が
明
治
三
十

三
年
九
月
六

S
九
日
の
『
二
六
新
報
』
に
連
載
さ
れ
て
お
り
、
洋
画
に
限
っ
て

述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て
も
、

〔
上
略
〕
兎
に
角
、
居
た
溜
れ
ぬ
丈
の
部
屋
が
出
来
て
、
不
出
来
の
も
の
で

な

ら

ん

し

な

も
拉
で
店
を
張
る
丈
の
品
が
あ
り
、
悪
口
を
云
ふ
丈
の
材
料
が
あ
る
丈
が

日
本
洋
風
霊
家
の
威
張
り
慮
。
欧
米
の
國
と
争
ふ
て
後
れ
を
取
ら
ぬ
な
ど
と

は
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
散
々
撲
減
策
を
出
来
得
る
限
り
施
さ
れ
た
中

に
貧
乏
と
、
飢
渇
に
迫
ら
れ
て
唯
々
強
情
一
編
で
遣
り
通
し
て
も
禄
々
水
も

こ
ぞ
つ

な
い
地
面
に
成
長
し
た
製
作
と
、
國
力
を
壺
し
上
下
畢
て
稜
育
を
賛
助
し

而
も
敷
百
年
来
の
系
統
を
偉
へ
て
今
日
に
登
逹
し
て
居
る
圃
満
の
製
作
と
比

べ
て
若
し
同
じ
様
な
も
の
が
出
来
た
ら
ソ
レ
コ
ソ
大
愛
。
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と
、
甚
だ
気
勢
の
あ
が
ら
ぬ
弁
護
で
あ
っ
た
。
後
年
、
彼
の
仲
間
の
和
田
英
作

が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
ほ
か
に
弁
護
の
し
よ
う
も
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

巴
里
萬
図
博
覧
會
美
術
館
日
本
部
の
油
縮
出
品
は
、
黒
田
先
生
が
日
本
へ
蹄

ら
れ
て
、
初
め
て
日
本
婦
人
の
裸
罷
モ
デ
ル
を
使
っ
て
描
い
た
、

『智
、

感
、
情
』
と
云
ふ
装
飾
風
の
三
部
作
と
薦
の
湖
畔
に
立
つ
浴
衣
姿
の
美
人
甕

『
湖
畔
』
を
は
じ
め
久
米
先
生
は
風
景
を
岡
田
三
郎
助
君
は
、
常
時
巴
里
に

滞
在
中
で
あ
っ
た
田
中
光
顕
伯
の
令
息
田
中
遜
君
（
田
中
伯
爵
）
の
肖
像

を
、
満
谷
図
四
郎
君
は
蓮
池
の
あ
る
風
景
を
、
吉
田
博
、
中
川
八
郎
の
雨
君

は
細
密
描
寓
の
風
景
を
、
私
は
東
京
美
術
學
校
の
卒
業
製
作
『
渡
頭
の
タ

暮
』
と
、
板
寸
の
小
黙
に
機
織
女
を
描
い
た
も
の
を
出
品
し
ま
し
た
。
勿

論
、
此
の
外
に
太
平
洋
霊
會
系
の
人
々
や
白
馬
會
の
人
々
も
出
品
し
て
ゐ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
常
時
、
農
商
務
省
で
は
此
の
博
覧
會
出
品
に
封
し
て
は
、

可
な
り
多
額
の
補
助
金
を
交
附
し
て
ゐ
ま
し
た
や
う
で
あ
り
ま
す
が
美
術
郡

の
出
品
に
も
相
営
の
補
助
金
を
出
し
た
り
、
安
い
も
の
は
買
ひ
取
っ
て
陳
列

し
た
り
し
て
呉
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
私
の
機
織
女
な
ど
も
大
枚
五
十

圃
で
買
ひ
と
つ
て
陳
列
し
て
呉
れ
ま
し
た
も
の
で
、
油
縮
の
額
縁
な
ど
は
み

ん
な
農
商
務
省
の
お
金
で
、
巴
里
で
新
造
し
て
呉
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し

た
、
審
査
の
結
果
で
黒
田
先
生
の
『
智
、
感
、
情
』
は
銀
牌
に
な
り
ま
し
た

〔
欠
損
〕

が
、
世
界
各
國
の
油
口
の
中
に
出
た
日
本
の
油
箱
の
姿
は
、
極
め
て
み
じ
め

な
、
非
常
に
弱
い
影
の
う
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
、
こ
れ
は
一
大

事
だ
、
我
々
は
大
い
に
奮
焚
し
な
け
れ
ば
、
油
箱
で
世
界
を
相
手
に
互
角
の

争
ひ
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
、
し
み
じ
み
感
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
し

り た
。
日
本
畳
の
方
は
博
覧
會
の
出
品
と
し
て
僅
な
時
日
に
描
き
あ
げ
た
も
の

が
多
く
従
つ
て
急
拮
へ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
は
是
非
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一

般
に
日
本
の
美
術
部
は
振
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
や
う
に
思
は
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
現
在
大
阪
に
ゐ
る
黒
岩
淡
哉
氏
の
彫
刻
胸
像
が
金
牌
で
あ
っ
た
の
は
些

か
心
強
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
〔
下
略
〕

（
「
画
壇
の
四
十
年

・
足
跡
を
顧
み
て
」
G

四
十
三》

和
田
英
作
談
『
東
京
毎
夕
新

聞
』
昭
和
九
年
十
一
月
十
一
日
）

浅
井
忠
も
日
本
の
出
品
に
つ
い
て

は
大
方
と
同
様
の
感
想
を
抱
い
た
様
子
で

あ
る
が
、
彼
が
特
派
員
に
語
り
、
あ
る
い

は
故
国
へ
書
き
送
っ
た
論
説
は、

単

に
非
難
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
を
含
む
日
本
の
美
術
家
が
今
後
ど
う

す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
論
な
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き

た
い
。

〇
巴
里
博
覧
會

浅
井
忠
氏
の
説

前
回
誼
者
に
約
し
た
る
如
く
予
は
六
月
二
日
甕
家
浅
井
忠
氏
と
同
伴
し
て
美

術
館
を
見
物
し
氏
の
説
を
聞
き
得
た
れ
ば
こ
れ
を
左
に
紹
介
す
る
な
り
浅

井
氏
の
日
＜
予
は
日
本
に
居
る
時
よ
り
奄
も
今
日
の
甕
に
渦
足
せ
ず
ソ

レ
に
就
て
は
色
々
の
感
じ
を
心
に
抱
き
居
り
し
が
嘗
巴
里
に
来
り
て
ル
ー
プ

ル
其
他
を
見
又
此
博
覧
會
を
見
物
す
る
に
及
び
盆
々
自
ら
拙
を
感
ず
る
の
み

な
ら
ず
日
本
齋
家
の
弊
と
す
る
所
を
感
ず
る
こ
と
も
亦
敷
層
の
強
き
を
致
せ

此
慮
に
出
品
せ
る
日
本
聾
家
の
作
を
見
れ
ば
（
自
分
の
壷
も
亦
其
内
に

六

月

四

日

特

派

員

土

屋

元

作
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憫
む
可
き
有
様
な
り

和
洋
な
く
流
義
な
し

在
り
）
恰
も
瀕
死
の
老
翁
が
僅
に
杖
に
す
が
り
て
立
て
る
も
の
4
如
く
精
神

も
な
く
氣
力
も
な
く
色
は
全
く
乾
燥
無
味
に
し
て
有
れ
ど
無
き
が
如
く
宜
に

日
本
に
於
け
る
和
聾
と
洋
聾
と
同
一
に
見
る
能
は
ざ
る
は
勿
論
の
事
其
洋
霊

の
中
に
も
所
謂
藷
派
な
る
も
の
と
新
派
な
る
も
の
と
は
全
く
別
物
に
し
て
非

常
の
相
違
あ
り
和
聾
に
於
て
も
亦
狩
野
と
四
條
土
佐
と
浮
世
縮
雲
谷
と
漢

畳
の
如
き
一
々
明
白
な
る
相
違
を
見
る
こ
と
な
れ
ど
も
嘗
地
に
持
来
り
て
此

會
場
に
陳
列
す
る
時
は
和
洋
も
な
く
流
義
も
な
く
日
本
聾
は
盪
＜
皆
一
様
に

し
て
差
別
な
き
如
く
見
え
然
も
一
様
に
皆
拙
劣
に
し
て
殆
ど
聾
と
稲
す
る
も

恥
か
し
き
位
な
り
唯
水
墨
の
山
水
に
些
か
潤
ひ
の
有
る
様
な
れ
ど
も
彩
色

し
め
り
け

聾
に
到
り
て
は
潤
氣
を
存
す
る
も
の
一
黙
も
な
し
と
云
う
て
可
な
り
尤
も

此
陳
列
場
に
赤
色
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
た
る
如
き
日
本
霊
の
為
め
に

〔そ〕

は
餘
程
の
敵
薬
に
し
て
為
め
に
幾
分
の
索
莫
を
致
し
た
る
な
ら
ん
も
升
は
唯

陳
列
上
の
鋏
貼
に
止
り
大
艘
作
品
の
可
拙
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
な
し
殊

に
面
白
き
は
日
本
に
於
て
大
に
批
評
家
を
煩
は
し
巧
拙
の
争
に
忙
し
く
一
段

乃
至
敷
段
の
優
劣
を
以
て
及
第
に
及
び
た
る
霊
面
が
此
所
に
来
れ
ば
唯
一
様

っ
た

に
拙
な
く
予
の
甕
き
た
る
も
の
も
予
の
門
弟
の
聾
き
た
る
も
の
も
殆
ど
其
間

に
差
別
を
見
る
能
は
ざ
る
事
な
り
西
洋
日
本
の
径
庭
推
し
て
知
る
可
し

日
本
聾
家
の
欠
黙

是
は
兼
々
深
く
感
じ
居
る
事
な
る
が
今
の
日
本
監
家
の
欠
貼
は
第
一
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
（
下
圏
）
を
勉
め
ざ
る
に
在
り

獨
り
甕
家
の
み
な
ら
ず
彫
刻

家
も
蒔
聾
師
も
陶
器
家
も
七
賓
家
も
穂
じ
て
日
本
の
エ
藝
家
及
び
美
術
家
な

る
も
の
は
頓
と
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
重
き
を
置
か
ず
胸
中
に
十
分
の
成
竹
な

否

斥
を
加
ふ
る
の
風
あ
り
和
洋
を
問
は
ず
此
弊
の
盛
な
る
が
為
め
に
折
角
天

く
し
て
直
に
聾
其
他
の
物
を
作
ら
ん
と
企
つ
る
の
弊
あ
り
即
ち
此
出
品
の

霊
拉
に
彫
刻
物
の
如
き
日
本
に
於
て
こ
そ
目
立
た
ざ
れ
平
生
ド
ロ
ー
イ
ソ
グ

に
力
を
盤
し
骨
格
位
置
等
に
申
分
な
き
西
洋
作
品
の
傍
に
来
れ
ば
其
欠
貼
著

し
く
顕
れ
見
苦
し
き
事
誓
へ
方
な
し
日
本
に
於
も
古
の
名
家
は
皆
ド
ロ
ー

〔
琳
〕

イ
ン
グ
に
十
分
の
力
を
盛
し
た
る
も
の
に
し
て
例
せ
ば
光
淋
の
如
き
大
掠
疎

朱
と
見
ゆ
る
書
を
作
り
し
聾
家
も
其
筆
を
下
す
前
細
心
鋭
意
敷
十
枚
の
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
を
為
し
明
に
自
ら
満
足
す
る
に
至
り
て
初
め
て
聾
面
に
手
を
着
け

し
も
の
な
り
然
る
に
今
日
の
霊
家
は
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
以
て
面
倒
な
り
と

し
不
完
全
の
頭
を
以
て
直
に
絹
紙
カ
ン
バ
ス
に
臨
む
が
故
に
骨
格
の
誤
謬
遠

近
の
間
違
等
歴
々
と
し
て
指
黙
す
可
＜
徒
に
驚
家
仲
間
の
物
笑
と
な
る
の
み

な
ら
ず
亦
素
人
の
嘲
を
も
免
れ
ざ
る
な
り
残
念
の
至
と
云
ふ
可
し

次
に
日
本
聾
の
欠
貼
は
圏
様
彩
色
共
に
菱
化
に
乏
し
く
種
類
の
少
き
事
是
な

り
西
洋
甕
も
従
来
は
流
義
な
ど
を
固
守
し
て
菱
化
に
乏
し
く
園
に
よ
り
て

一
定
の
風
な
ど
あ
り
し
が
近
来
の
大
進
歩
と
も
見
る
可
き
は
全
然
古
風
の
束

縛
を
脱
し
自
由
自
在
の
時
代
に
入
り
た
る
事
に
て
此
博
覧
會
を
一
見
す
る
に

嘗
り
て
も
國
の
霊
様
に
著
し
き
差
別
な
く
何
虞
が
何
慮
や
ら
殆
ど
判
然
せ
ず

又
何
派
何
流
な
ど
口
に
は
稲
す
れ
ど
も
賀
際
は
其
流
義
も
亦
殆
ど
有
名
無
質

に
し
て
各
人
銘
々
の
流
義
を
認
む
る
の
み
従
て
其
圏
様
も
色
遣
ひ
も
千
差

萬
別
種
々
無
量
に
し
て
謳
域
の
廣
き
こ
と
驚
く
可
し
斯
く
て
こ
そ
始
め
て

し
た
る
も
の
と
云
ふ
可
し

ち
何
流
に
は
此
筆
を
遣
は
ず
と
か
何
振
の
色
は
是
に
限
る
と
か
云
ふ
如
き
束

縛
を
構
へ
些
に
て
も
ソ
レ
に
違
ふ
も
の
は
怪
霊
な
り
妻
聾
な
り
と
云
ふ
て
排

然
る
に
日
本
の
風
は
好
ん
で
各
種
の
流
派
を
分

聾
家
が
其
天
才
を
十
分
に
奮
ひ
得
べ
き
も
の
に
し
て
畳
道
登
逹
の
員
途
に
逹
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オ
の
人
出
る
あ
る
も
十
分
其
腕
を
延
す
能
は
ず
菩
式
の
圏
套
中
に
浮
沈
し
て

一
生
を
空
く
す
る
こ
と
惜
む
べ
き
次
第
な
り
さ
れ
ば
今
日
の
急
務
は
霊
道

の
封
建
時
代
を
顧
覆
し
四
民
平
等
自
由
競
争
の
道
を
開
き
大
に
後
進
を
鼓
舞

す
る
に
在
り
美
術
院
の
怪
盤
の
如
き
奄
も
怪
と
し
て
恐
る
4

に
足
ら
ず

彼
類
の
怪
は
怪
の
最
も
小
な
る
も
の
に
し
て
西
洋
今
日
の
大
怪
物
に
比
す
れ

ば
活
動
の
微
々
た
る
こ
と
言
ふ
に
足
ら
ず
畢
党
未
だ
自
由
の
空
氣
を
呼
吸

す
る
能
は
ず
し
て
菩
来
の
束
縛
に
苦
し
め
ら
る
4
も
の
4

み
怪
物
の
跛
屋

は
喜
ぷ
可
き
所
に
非
ざ
れ
ど
も
無
用
の
束
縛
を
脱
却
し
た
る
の
貼
は
槌
に
一

段
の
進
歩
と
稲
す
可
し
是
ぞ
日
本
の
學
ぶ
可
き
所
な
る

一
方
に
於
て
大
に
従
来
の
束
縛
を
解
き
霊
家
を
し
て
自
由
に
其
手
腕
を
揮
は

し
む
る
の
必
要
あ
る
を
認
む
る
と
同
時
に
予
が
證
家
に
向
て
注
意
し
た
き
は

銘
々
猶
立
の
思
想
を
有
し
敢
て
軽
々
し
く
人
の
為
す
所
を
學
ば
ざ
る
に
在
り

残
念
な
る
事
に
は
日
本
の
聾
家
は
見
聞
の
廣
か
ら
ざ
る
が
為
め
か
新
に
西

洋
よ
り
蹄
り
来
る
人
な
ど
あ
る
時
は
一
概
に
其
人
の
風
を
以
て
最
も
善
一
艮
な

る
も
の
と
妄
信
し
争
て
こ
れ
に
模
倣
す
る
の
弊
あ
り
て
立
脚
地
の
定
ま
ら
ざ

る
こ
と
浮
蒋
の
如
し
例
へ
ば
敷
年
前
川
村
氏
が
伊
太
利
よ
り
蹄
朝
す
れ
ば

川
村
風
の
盟
を
書
く
も
の
多
く
黒
田
氏
の
佛
蘭
西
よ
り
蹄
り
来
れ
ば
忽
ち
黒

田
風
の
壼
家
を
生
ず
る
等
即
ち
其
例
な
り
斯
く
軽
卒
に
動
揺
す
る
は
遺
憾

千
萬
の
次
第
に
し
て
霊
家
を
以
て
自
か
ら
居
る
も
の
は
固
く
己
の
信
ず
る
所

を
守
り
一
切
他
人
に
頓
着
す
る
な
き
を
要
す

〔
お
お
よ
う
〕

叉
次
に
日
本
甕
家
及
び
エ
藝
家
の
欠
貼
は
意
匠
手
エ
と
も
に
大
様
な
る
所
な

く
小
刀
細
工
に
汲
々
た
る
に
在
り
西
洋
及
び
支
那
の
作
品
に
は
必
ず
主
黙

と
す
可
き
所
あ
り
て
一
目
瞭
然
其
美
を
認
識
す
る
に
難
か
ら
ざ
れ
ど
も
日
本

近
来
の
製
作
は
何
物
を
問
は
ず
惹
匠
の
上
に
も
亦
手
エ
の
上
に
も
判
然
主
貼

士
4

こ

ま

を
認
め
得
べ
き
も
の
少
く
何
か
狭
小
間
し
く
見
る
も
面
倒
な
る
品
物
多
し

今
回
出
品
せ
る
和
洋
霊
は
素
よ
り
彫
刻
類
に
至
り
て
も
無
用
の
所
に
筆
を
努

し
或
は
刀
を
加
へ
な
ど
し
て
折
角
の
美
を
傷
け
た
る
も
の
多
し
嘗
代
の
日

本
作
家
中
獨
り
此
弊
に
陥
ら
ざ
る
も
の
は
陶
磁
器
製
造
家
員
葛
香
山
氏
な
り

氏
が
エ
藝
部
に
於
け
る
出
品
の
如
き
は
何
れ
も
人
意
を
強
う
す
る
の
傑
作

と
云
ふ
可
し

あ

い

て

又
日
本
に
於
け
る
美
術
家
の
通
弊
は
廣
く
世
間
を
到
手
と
し
て
製
作
を
事
と

す
る
こ
と
な
く
所
謂
批
評
家
な
る
も
の
4
評
論
を
標
準
と
し
汲
々
唯
こ
れ
に

背
か
ざ
ら
ん
こ
と
を
希
ふ
に
在
り
批
評
家
の
評
説
素
よ
り
聞
く
可
し
と
雖

も
今
日
日
本
の
批
評
家
な
る
も
の
は
大
抵
狭
陰
な
る
意
を
有
し
窮
窟
な
る
議

論
を
吐
く
も
の
に
し
て
自
由
寛
大
の
思
想
を
有
す
る
も
の
殆
ど
皆
無
な
り

ひ
と
へ

然
る
に
世
の
美
術
家
な
る
も
の
が
偏
に
其
説
を
尊
奉
し
て
金
科
玉
條
と
し

一
切
こ
れ
に
従
っ
て
行
動
す
る
は
間
違
の
最
も
甚
し
き
も
の
に
し
て
日
本
美

術
の
萎
縮
不
振
な
る
の
原
因
主
と
し
て
此
に
在
り
一
日
も
速
に
此
風
を
一

洗
し
美
術
家
を
し
て
自
由
放
任
の
空
氣
に
生
息
せ
し
め
ざ
れ
ば
到
底
傑
作
の

出
づ
可
き
見
込
あ
る
な
し
さ
れ
ば
予
が
今
日
日
本
美
術
界
の
急
務
と
す
る

所
は
一
方
に
於
て
此
大
弊
を
除
き
去
る
と
共
に
他
方
に
於
て
は
大
に
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
を
奨
動
し
如
何
に
苦
心
の
作
な
り
と
も
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
不
完
全
な

る
が
如
き
は
遠
慮
な
く
こ
れ
を
排
斥
し
極
カ
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
勉
強
す
る
に

さ
と

非
れ
ば
美
術
家
た
る
能
は
ざ
る
こ
と
を
暁
ら
し
む
る
に
在
り
美
術
品
の
顧

客
及
び
新
聞
記
者
等
は
十
分
此
事
に
證
力
あ
ら
ん
こ
と
を
望
む

〔
以
下
土
屋
特
派
員
の
説
は
省
略
〕

（
明
治
三
十
三
年
八
月
八
日
『
時
事
新
報
』
）
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左
に
掲
ぐ
る
は
佛
國
滞
在
中
な
る
浅
井
忠
氏
の
私
信
な
れ
ど
も
青
年
聾
家
の

参
考
に
供
す
べ
き
こ
と
多
き
を
以
て
通
信
の
通
信
と
し
て
此
欄
に
掲
ぐ
る
こ

と
4
な
し
ぬ

△
営
地
着
以
来
、
御
報
道
致
す
べ
き
こ
と
餘
り
澤
山
過
ぎ
て
ミ
ュ
ー
ゼ
ー
、

し
な

サ
ロ
ン

、
博
覧
會
等
敷
回
見
物
致
候
へ
ど
も
品
澤
山
に
て
少
し
も
記
憶
に
存

ゆ
る
（

せ
ず
、
緩
々
観
察
の
上
、
少
し
は
私
見
を
加
へ
て
申
上
げ
べ
く
と
延
引
致
居

候
、
博
覧
會
も
此
頃
は
大
抵
整
頓
、
今
回
は
美
術
館
の
模
様
に
付
き
思
浮
ベ

た
る
こ
と
を
一
寸
と
申
上
げ
べ
く
候
、
同
館
は
油
箱
彫
刻
の
出
品
無
敷
に
し

て
日
々
見
物
候
へ
ど
も
未
だ
十
分
見
壺
し
難
く
精
し
く
は
後
便
に
譲
る
の
外

な
く
候
、
さ
て
同
館
に
入
れ
ば
直
ぐ
彫
刻
室
、
宏
大
無
邊
の
彫
刻
ニ
ョ
キ

／
＼
と
突
立
ち
居
り
先
づ
呆
氣
に
取
ら
れ
申
候
、
彫
刻
は
暫
く
お
預
け
と
し

て
二
階
の
油
箱
室
に
至
れ
ば
佛
國
自
慢
の
出
品
、
十
年
こ
の
方
名
家
が
腕
を

奮
ふ
た
る
製
作
兼
て
サ
ロ
ン
の
目
録
に
て
見
た
る
こ
と
あ
る
も
の
澤

山

な

り
、
名
家
と
云
ふ
名
家
、
大
家
と
云
ふ
大
家
、
何
れ
も
腕
に
捻
を
掛
け
て
少

な
く
も
五
六
枚
、
多
き
は
十
枚
位
出
品
有
之
、
大
作
と
な
れ
ば
十
間
も
あ
る

盪
面
に
敷
百
の
人
物
を
描
き
質
に
眼
が
眩
み
申
候
、
な
か
な
か
其
中
の
十
枚

〔ら〕

で
も
二
十
枚
で
も
選
定
せ
よ
と
云
は
れ
候
と
も
何
う
し
て
宜
い
や
う
一
向
見

営
が
付
か
ず
候
、
五
六
回
は
十
分
入
念
に
見
物
致
候
へ
ど
も
未
だ
批
評
は
出

束
申
さ
ず
候
唯
打
見
た
る
所
に
て
は
齋
風
の
千
差
萬
別
驚
く
の
外
な
く
、

黒
白
の
み
に
て
仕
上
げ
た
る
あ
り
、
藍
色
の
み
な
る
あ
り
、
褐
色
の
み
な
る

あ
り
、
淡
き
こ
と
姻
の
如
き
あ
り
、
堅
き
こ
と
石
の
如
き
あ
り
、
猥
き
こ
と

〔き〕

漆
の
如
き
あ
り
、
描
法
に
至
り
て
は
滑
か
ぎ
ガ
ラ
ス
甕
の
如
き
あ
り
、
ゴ
ッ

0
美
術
通
信
△
△
生

浅
井
忠
氏
の
巴
里
通
信
（
上
）

ゴ
ッ
し
た
る
盛
上
げ
の
如
き
あ
り
、
モ
ヂ
ヤ
／
＼
と
し
て
何
が
描
き
あ
る
や

こ

て

こ

ね

一
向
不
分
明
な
る
あ
り
、
錢
細
工
の
如
く
箆
に
て
大
幅
を
一
面
に
捏
付
け
た

る
あ
り
、
中
に
は
餘
り
奇
に
過
ぎ
て
何
が
描
き
あ
る
や
何
の
意
味
や
ら
一
向

分
ら
ず
美
術
院
風
の
も
の
も
あ
り
、
高
嶋
風
あ
り
、中
村
不
折
流
、
編
井
流
あ

だ

れ

り
、
田
村
宗
立
流
あ
り
、
大
凡
何
人
の
流
儀
で
も
な
き
も
の
は
な
し
と
云
ふ

こ
と
を
断
言
し
て
憚
ら
ず
、
給
霊
の
働
く
所
は
さ
る
狭
き
も
の
に
あ
ら
ず
と

云
ふ
こ
と
丈
け
は
一
見
し
て
分
り
申
候
、
日
本
の
青
年
聾
家
は
唯
宜
し
く
自

己
流
を
倍
々
狽
逹
せ
し
む
べ
し
、
自
己
流
を
狽
逹
せ
し
め
て
各
其
奥
像
を
極

き
た

む
る
こ
そ
然
る
べ
け
れ
、
日
本
人
が
如
何
に
汚
な
き
霊
を
描
き
て
も
営
地
の

霊
家
の
汚
な
き
に
は
如
か
ず
、
如
何
に
奇
麗
な
る
聾
を
描
き
て
も
又
そ
の
奇

麗
な
る
に
如
か
ず
、
而
し
て
デ
ッ
サ
ン
の
稽
古
に
身
を
入
れ
聾
を
描
く
に
親

切
な
る
は
驚
く
べ
し
、
小
生
も
兼
て
デ
ッ
サ
ン
は
大
切
な
り
と
口
に
は
云
ひ

青
年
聾
家
も
斯
＜
承
知
し
な
が
ら
何
時
も
二
の
次
に
致
し
居
る
は
残
念
に
堪

え
ず
候
、
デ
ッ
サ
ソ
が
旨
く
出
来
ざ
る
中
は
證
か
き
の
部
に
は
入
ら
ざ
る
も

の
に
候
、
多
敷
の
出
品
中
に
は
一
向
感
服
せ
ぬ
も
の
も
澤
山
あ
り
、
自
分
に

も
此
位
な
ら
ば
及
び
難
き
に
あ
ら
ず
と
思
ふ
も
の
も
澤
山
有
之
候
、
併
し
日

本
聾
の
七
ク
シ
ョ
ン
に
至
り
て
同
胞
の
霊
を
見
れ
ば
人
物
は
皆
グ
ニ
ャ
／
＼

さ
つ
ば
り

と
し
て
居
り
山
水
は
薩
張
遠
近
な
し
、
色
が
皆
死
ン
で
居
る
や
う
に
見
受
け

ら
れ
申
候
但
し
細
部
に
は
旨
い
所
も
見
え
候
、
日
本
人
の
霊
は
皆
細
か
き

筆
遣
ひ
な
ど
に
身
を
入
れ
た
る
や
う
に
思
は
れ
申
候
、

一
向
其
末
に
走
り
て

本
を
修
め
ざ
る
も
の
な
り
、
デ
ッ
サ
ン
な
る
哉

△
日
本
に
居
る
中
、
諸
名
家
の
縮
圏
を
見
て
囲
に
尤
ら
き
霊
な
り
と
感
じ
た

る
物
、
営
地
に
来
り
て
貨
物
に
接
す
る
と
き
は
色
拙
く
し
て
嫌
味
タ
ッ
プ
リ

な
る
も
の
有
之
、
叉
面
白
か
ら
ず
と
見
た
る
も
の
に
て
大
愛
に
宜
き
も
有
之
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△
△
生

候
、
何
れ
も
デ
ッ
サ
ソ
が
宜
き
故
窯
員
に
取
れ
ば
宜
く
な
る
も
の
と
被
存
候

△
曰
本
の
陳
列
所
は
佛
図
と
米
國
と
の
間
に
挟
ま
れ
佛
園
の
傑
作
を
見
て
日

本
の
部
に
入
り
更
に
又
米
國
に
這
入
る
と
い
ふ
都
合
に
候
、
米
國
の
進
歩
は

恐
る
べ
き
も
の
に
候
、
夫
れ
よ
り
英
國
、
獨
図
、
伊
太
利
英
獨
素
よ
り
宜

し
、
伊
太
利
は
質
に
退
歩
の
姿
な
り
、
國
々
各
特
色
あ
れ
ど
も
営
代
の
聾
風

は
皆
佛
國
に
化
せ
ら
れ
、
大
抵
大
同
小
異
に
し
て
一
見
し
て
は
何
慮
か
ら
何

の
図
と
云
ふ
こ
と
は
分
ら
ず
候
、
日
本
に
て
は
紫
振
と
菩
振
と
の
謳
別
あ
る

が
如
く
な
れ
ど
も
各
國
の
千
差
萬
別
な
る
中
に
挟
ま
れ
て
は
日
本
油
蓋
は
皆

同
一
流
儀
の
如
く
見
え
候
、
而
し
て
色
は
皆
眠
っ
た
や
う
に
見
え
申
候
、
是

れ
は
自
然
の
氣
候
等
に
も
開
係
あ
る
こ
と
な
る
べ
し

△
特
に
日
本
齋
の
如
き
は
狩
野
と
四
條
と
絶
劉
の
相
違
あ
る
も
の
に
て
も
矢

張
同
一
流
儀
に
見
ゆ
る
も
可
笑
し
く
候
、
即
ち
西
洋
油
聾
の
宜
に
菱
化
に
富

み
流
俊
の
多
き
こ
と
を
御
想
像
被
下
度
候

（
明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
六
日
『
時
事
新
報
』
）

0
美
術
通
信

浅
井
忠
氏
の
巴
里
通
信
（
下
）

△
前
に
も
申
上
候
通
り
日
本
の
油
箱
は
逍
憾
な
が
ら
顔
色
な
し
、
何
れ
審
査

の
上
、
多
少
は
賞
牌
を
貰
は
れ
申
す
べ
き
照
、
併
し
只
お
世
辟
に
呉
れ
候
も

の
故
貰
ひ
た
る
も
の
決
し
て
天
狗
に
な
る
べ
か
ら
ず
、
油
縮
の
審
査
官
穂
敷

五
十
人
も
有
之
、
日
本
よ
り
は
杉
竹
次
郎
君
一
人
審
査
官
と
な
り
（
油
箱
日

本
甕
）
其
中
佛
園
人
は
都
合
三
十
名
も
あ
り
と
云
ふ
、
（
彫
刻
に
は
日
本
の

審
査
官
な
し
）
審
査
官
連
中
日
本
の
出
品
に
は
穂
て
頭
よ
り
馬
鹿
に
し
て
掛

り
居
る
故
、
宜
い
加
減
の
こ
と
を
し
て
身
を
入
れ
鑑
査
し
た
り
と
は
見
受
け

△
油
畳
の
出
品
中
、
奇
愛
な
る
甕
の
多
き
は
澳
太
利

り
、
露
西
亜
に
も
間
々
奇
な
る
聾
を
描
く
も
の
有
之
候
へ
ど
も
所
詮
は
ご
ま

か
し
に
過
ぎ
ず
、
佛
獨
英
等
甚
だ
員
面
目
の
も
の
多
し
、
米
園
割
合
に
意
氣

な
る
も
の
多
く
進
歩
の
跡
甚
だ
著
し
、
蓋
し
佛
國
を
手
本
に
し
て
未
だ
自
國

流
は
な
き
も
の
と
存
候
、
重
味
な
く
、
大
傑
作
な
く
、
そ
の
特
徴
は
平
等
に

う
ま

中
位
に
旨
き
に
あ
り
と
す

△
常
地
の
水
彩
蓋
は
割
合
に
感
服
せ
ず
、
バ
ス
テ
ル
は
甚
だ
雅
に
し
て
進
歩

著
し
、
英
國
の
水
彩
は
油
聾
的
に
し
て
一
見
。ハ
ス
テ
ル
や
ら
油
霊
や
ら
又
水

き
ん
ぷ
ち

彩
や
ら
分
ら
ぬ
物
多
し
、
豪
紙
な
し
に
金
縁
を
箱
め
て
油
盪
と
少
し
も
瑳
ら

で
ん
ま
る
＜

瑞
西
、
丁
抹
等
な

ら
れ
ず
、
営
り
た
る
も
の
は
仕
合
位
の
所
な
り
、
日
本
聾
は
油
箱
よ
り
も
宜

き
賞
を
得
べ
く
と
存
候
へ
ど
も
是
れ
と
て
も
精
し
く
調
査
し
た
る
も
の
に
あ

ら
ず
、
嘗
づ

4
ぽ
う
の
こ
と
故
、
愛
な
も
の
が
宜
き
賞
を
得
る
な
ら
む
と
被

考
候
、
小
生
の
意
見
に
て
は
日
本
の
美
術
品
は
網
て
擬
賞
な
ど
な
き
方
奨
動

上
得
策
な
ら
む
と
存
じ
、
ニ
―
―
一
の
嘗
路
者
に
も
右
の
次
第
を
咄
し
候
へ
ど
も

其
う
も
参
り
兼
候
、
定
め
し
受
賞
者
は
佛
國
に
て
賞
を
得
た
り
と
て
忽
ち
天

狗
に
な
る
も
の
多
か
る
べ
し
、
夫
れ
も
員
に
値
打
あ
り
て
受
賞
せ
し
も
の
な

ら
ば
天
狗
に
な
る
も
悪
か
ら
ず
、
富
級
に
営
り
て
俄
大
盤
に
な
る
も
の
其
終

知
る
べ
し
、
此
虞
御
味
ひ
被
下
度
候

△
日
本
の
洋
齋
家
は
今
度
の
始
末
に
鑑
み
、
次
の
外
國
博
覧
會
へ
出
品
す
る

ま
で
に
は
十
分
賞
力
を
養
ひ
置
き
腕
を
奮
は
れ
む
こ
と
希
望
に
堪
へ
ず
、
大

な
る
ぺ
＜

さ
は
可
成
大
な
ら
ざ
れ
ば
矢
張
損
な
り
、
霊
風
は
前
述
の
如
く
十
分
自
己
流

ゃ
に
い
ろ

を
焚
揮
し
て
決
し
て
迷
ふ
べ
か
ら
ず
、
脂
色
は
嘗
時
用
ゐ
ぬ
者
多
し
な
と
云

う
そ

ふ
は
偽
の
骨
頂
な
り
、
ビ
チ
ュ
ー
ム
の
み
に
て
描
く
も
決
し
て
不
可
な
き
こ

と
に
候
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ず
、
胡
粉
を
ご
て
ご
て
に
使
ひ
た
る
も
の
、
ス
ポ
ン
ヂ
に
て
洗
つ
て
は
描
き

洗
つ
て
は
描
き
し
た
る
も
の
、
大
な
る
は
六
尺
も
あ
る
も
の
あ
り
、
細
か
き

は
コ
ロ
ム
霊
の
如
き
も
の
あ
り
、
宜
に
種
々
雑
多
な
り
、
或
は
水
彩
と
墨
箱

と
合
併
せ
し
も
の
、
バ
ス
テ
ル
と
水
彩
と
合
併
し
た
る
も
の
、
ペ
ン
霊
と
水

彩
と
合
併
し
た
る
も
の
、
有
ら
ゆ
る
甕
の
種
類
の
出
来
る
丈
け
を
遣
り
盛
し

た
る
が
如
し
、
何
う
い
ふ
驚
は
流
行
せ
ぬ
と
か
、
描
か
ぬ
も
の
な
ど
云
ふ
こ

と
は
決
し
て
無
之
候
、
日
本
の
青
年
聾
家
は
如
何
な
る
聾
に
て
も
ご
ま
か
し

仕
事
に
あ
ら
ざ
る
以
上
は
材
料
の
如
何
を
問
は
ず
安
心
し
て
勉
強
せ
ら
れ
む

こ
と
を
祈
り
申
候

△
日
本
の
青
年
聾
家
に
し
て
敷
百
年
来
硲
究
し
た
る
営
地
の
大
家
連
と
俄
か

に
競
争
せ
む
と
す
る
は
勿
論
烏
滸
の
沙
汰
な
れ
ど
も
世
間
は
廣
く
上
手
も
あ

れ
ば
下
手
も
中
々
に
多
し
、
現
に
青
年
聾
家
の
製
作
を
見
れ
ば
下
手
の
中
の

宜
き
物
と
申
し
て
差
支
な
く
候
、
只
不
退
轄
の
心
を
起
し
て
不
蝋
に
勉
強
す

や
が

れ
ば
鱚
て
上
手
の
中
に
入
る
べ
し
、
心
掛
一
方
に
あ
る
こ
と
な
り
、
下
聾
に

十
分
骨
折
り
て
少
し
も
横
着
を
極
め
ず
、
直
す
所
は
何
慮
迄
も
直
す
べ
し
、

而
し
て
時
流
に
媚
び
ず
自
分
の
思
ふ
所
、
信
ず
る
所
を
貫
く
べ
し
、
甕
に
親

切
に
し
て
丸
き
も
の
は
丸
く
見
え
、
遠
き
所
は
遠
く
見
え
る
や
う
あ
る
ま
で

奮
動
す
べ
し
、
視
よ
、
有
名
な
る
大
家
の
聾
に
も
消
し
た
る
痕
の
歴
々
と
し

て
指
貼
す
べ
き
を

△
今
度
の
博
覧
會
に
は
ア
ン

。フ
レ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
製
作
甚
だ
炒
な
し
、
人
は

か`
4

其
分
に
依
り
て
斯
る
思
想
を
持
ち
、
斯
る
聾
を
好
む
も
の
は
此
派
の
流
れ
を

酌
む
も
素
よ
り
妨
げ
ず
、
通
例
の
人
は
矢
張
通
例
の
聾
を
描
き
候
方
然
る
べ

か
き
か
た

き
乎
、
欧
洲
に
も
此
通
例
と
い
ふ
描
法
多
き
を
占
め
た
り
、
只
何
虞
ま
で
も

じ
つ
て
い

宜
證
に
宜
寓
し
て
念
入
り
の
も
の
を
描
き
た
き
こ
と
な
り

(『黒
田
清
輝
日
記
』

△
嘗
地
の
蜜
家
に
は
ル
ー
プ
ル

、
レ
キ
サ
ン
ボ
ル
グ
な
ど
に
行
き
て
摸
寓
す

る
も
の
無
敷
な
り
、
白
髪
の
老
人
夫
婦
に
て
熱
心
に
摸
窟
に
掛
り
居
る
を
見

た
る
こ
と
有
之
候
、
そ
れ
で
下
手
の
甕
か
き
澤
山
あ
り
、
皆
賣
つ
て
稼
ぐ
事

と
存
候

△
今
年
の
サ
ロ
ン
は
案
外
不
出
来
に
て
有
名
の
人
も
甚
だ
紗
な
し
、
今
年
の

サ
ロ
ソ
位
な
ら
ば
手
に
唾
し
て
追
付
く
こ
と
も
難
か
ら
ず
と
存
候

（
明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
七
日
同
紙
）

黒
田
清
輝
は
今
回
の
渡
仏
の
際
に
は
「
欧
洲
出
張
日
記
」

第
二
巻
。

昭
和
四
十
二
年
中
央
公
論
美
術
出
版
）
を
遺
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

彼
は
七
月
六
日
に
。
ハ
リ
に
到
着
し
て
先
行
の
久
米
桂
一
郎
、
和
田
英
作
、
小
代

為
重
、
海
野
美
盛
ら
の
出
迎
え
を
う
け
、
以
後
。ハ
リ
の
ア
ト
リ
エ
で
モ
デ
ル
を

展
っ

て
制
作
に
励
み
、
師
の
ラ
フ
ァ
ニ
ル

・
コ
ラ
ン
を
時
々
訪
れ
て
画
の
評
を

乞
う
な
ど
し
て
勉
強
を
続
け
た
。
そ
の
間
に
は
中
丸
精
十
郎
、
久
保
田
米
斎
、

岡
田
三
郎
助
、
小
林
万
吾
、
佐
野
昭
、
合
田
清
、
久
米
桂
一
郎
と
し
ば
し
ば
会

い
、
三
十
四
年
二
月
十
五
日
か
ら
三
月
十
一
日
ま
で
は
久
米
、
佐
野
と
イ
タ
リ

ア
に
旅
行
し、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ベ
ル
リ
ソ
等
を
経
て

。ハ
リ
に

帰
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
人
は
四
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
ロ
ン
ド
ン
ヘ

出
か
け
、
六
日
に
。ハ
リ
を
発
っ
て
帰
国
の
途
に
着
い
た
。
黒
田
は
そ
の
間
の
行

動
を
克
明
に
記
し
て
い
る
が
、
な
お
、
明
治
三
十
三
年
十
月
十
四
日
の
『
二
六

新
報
』
に
彼
の
消
息
を
伝
え
る
記
事
が
載
っ
て
い
る
の
で
参
考
資
料
と
し
て
掲

載
す
る
。
黒
田
の
日
記
は
明
治
三
十
―
―一
年
七
月
七
日
か
ら
同
年
末
ま
で
の
間
が

欠
落
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
間
の
消
息
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
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先
頃
文
部
省
よ
り
美
術
教
育
取
調
の
命
を
受
け
目
下
佛
國
に
滞
留
中
な
る

黒
田
消
輝
氏
の
消
息
左
の
如
し

（
前
略
）
學
校
の
為
の
取
調
は
少
し
づ
A

始
め
て
居
る
が
何
分
今
は
休
暇
中

で
充
分
な
事
は
出
来
な
い

▲
箱
聾
と
彫
刻
の
コ
ソ
ク
ー
ル

、
ド
、
ロ
ー
ム
が

滴
ん
で
其
成
績
を
見
た
ど
う
も
此
慮
の
美
術
學
校
風
の
数
育
は
い
か
に
も

型
に
入
れ
た
様
で
面
白
く
な
い

▲
博
覧
會
の
美
術
館
と
云
ふ
の
は
非
常
に
廣

大
な
も
の
で
佛
國
は
勿
論
ハ
ン
ガ
リ
ア
、
オ
、
ス
ト
リ
ア
、
伊
太
利
、
獨

逸
、
イ
ス
パ
ニ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
、
日
本
、
オ
ラ
ソ
ダ
、

〔ポ〕

ベ
ル
ジ
ッ
ク
、
ロ
シ
ア
、
ホ
ル
ト
ガ
ル
、
ノ
ル
ヴ
ェ
ー
、

ペ
ル
ー
、
ル
ー
メ
ニ

ア
、
ス
ヱ
ー
デ

ン
、
ス
キ
ス
、

な
ど
の
箱
聾
彫
刻
物
が
一
杯
で
二
度
三
度
で

は
と
て
も
見
盛
く
す
事
は
出
来
な
い
こ
れ
等
の
新
ら
し
い
製
作
品
の
外
に

〔
一
字
欠
落
〕

佛
國
の
百
年
以
来
の
諸
大
家
の
製
作
品
を
な
ら
べ
た

□な
ど
も
あ
る
宜
に

盛
ん
な
も
の
だ
こ
ん
な
に
方
々
の
國
の
美
術
品
を
―
つ
に
集
め
て
く
ら
ベ

て
見
る
と
ま
す
／
＼
日
本
の
品
物
の
つ
ま
ら
な
い
の
に
照
く
吾
々
は
中
々

ぽ
ん
や
り
し
て
居
る
繹
に
は
行
か
な
い
此
博
覧
會
が
済
ん
で
色
々
の
議
論

い
ろ
／
＼

家
が
日
本
へ
蹄
つ
た
時
に
は
靡
分
や
か
ま
し
い
種
々
な
理
窟
が
出
る
こ
と
だ

ら
う
が
先
づ
議
論
よ
り
仕
事
が
第
一
だ
ど
う
し
て
も
少
し
員
面
目
に
勉
強

し
な
い
と
だ
め
だ

▲
岡
田
和
田
い
づ
れ
も
逹
者
で
暮
ら
し
て
居
る
、
岡
田

は
今
迄
何
に
も
學
校
へ
送
ら
な
か
っ
た
が
三
年
分
を
愈
近
日
に
送
り
出
す
か

ら
其
積
り
で
居
て
呉
れ

▲
岡
田
和
田
等
は
今
迄
は
宿
屋
住
居
を
や
っ
て
居

た
が
此
十
日
頃
か
ら
は
―
つ
の
ア
ト
リ
ニ
を
借
り
て
新
た
な
生
活
方
を
や
る

こ
と
に
勧
め
て
置
い
た
こ
れ
は
他
日
の
在
巴
里
日
本
美
術
研
究
所
と
で
も

つ
も
り

云
ふ
様
な
我
美
術
學
校
の
出
張
所
の
下
ご
し
ら
へ
の
積
だ

黒
田
消
輝
氏
の
巴
里
だ
よ
り

▲
此
慮
の
市

中
を
ぶ
ら
付
く
と
學
校
の
参
考
品
に
買
つ
て
蹄
り
た
い
古
霊
な
ど
が
比
較
的

に
安
く
て
澤
山
あ
る
け
れ
ど
も
辿
て
も
力
が
及
ば
な
い
か
ら
手
に
入
れ
る
分

に
は
行
か
な
い
力
に
及
ぶ
丈
の
品
を
二
つ
三
つ
は
手
に
入
れ
た
が
参
考
品

と
云
ふ
も
の
が
二
つ
や
三
つ
位
あ
っ
て
も
餘
り
役
に
は
立
た
な
い
さ
う
し

て
貧
書
生
の
悲
し
さ
は
僅
二
つ
三
つ
の
書
を
買
っ
た
為
め
に
も
う
小
使
錢
に

不
自
由
を
感
ず
る
と
云
ふ
姿
だ
こ
ん
な
事
で
は
だ
め
だ

▲
此
度
の
巴
里

の
生
活
は
甚
だ
面
白
く
な
い
（
氣
持
の
上
か
ら
）
支
那
と
の
戦
争
後
は
欧

洲
で
日
本
人
を
見
て
も
支
那
人
と
い
ふ
奴
は
無
い
様
に
な
っ
た
と
聞
い
て
居

た
が
夫
れ
は
全
く
の
う
そ
だ
や
は
り
支
那
人
と
ぬ
か
す
奴
が
多
い
の
で
困

な
お
、
右
博
覧
会
に
関
し
て
日
本
政
府
が
作
成
し
た
報
告
書
は
明
治
三
十
五

年
三
月
に
『
千
九
百
年
巴
里
万
国
博
覧
会
臨
時
博
覧
会
事
務
局
報
告
』
と
題

し
て
農
商
務
省
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
美
術
の
部
の
編
集
は
専
ら
久
米
桂

一
郎
が
担
当
し
た
。

⑧
 

本
年
七
月
三
十
一
日
よ
り
一
週
間
富
山
市
で
関
西
教
育
大
会
が
開
か
れ
、
同

会
々
長
檜
垣
直
右
の
依
頼
に
よ
り
久
保
田
鼎
校
長
は
左
記
の
作
品
を
本
校
よ
り

出
品
し
た
。

日
本
画
科

（
卒
業
制
作
）
下
村
晴
三
郎
「
熊
野
御
前
花
見
」
、
天
草
友
雄

「
悉
達
太
子
」
、

高
橋
勇
「
秋
景
山
水
」
、
斎
藤
新
助

「
晋
文
公
受
塊
」
、
御
船
彦
次
郎
「
深

林
遊
猿
」
、
移
川
三
郎

「
秋
景
山
水
」

関
西
教
育
大
会
へ
の
出
品

る
云
々
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